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外部入力端子
と し て リ ア パ ネ
ル に 設置。

M P 3ﾌ ﾟﾚ ｰ ﾔｰ な ど
を 接続可能

E CM 用の バ イ
ア ス 電圧で す 。

M IC端子と し て
フ ロ ン ト パ ネ ル
に 設置。

1

2 3

4

E CM

P T T

M IC内部接続図

専用M IC回路

1：A F IN
2：G N D
3：P T T
4：B IA S(12V )

#3を G N D に 落と す と P A が O N し ま す 。
#4は コ ン デ ン サ マ イ ク 用の バ イ ア ス で
12V が 出て い ま す が 、電流は 取れ ま せ ん 。

12V

電源電圧が 12V の 時、レ ギ ュ レ ー タ の 後ろ は
10V 台ま で 電圧が 低下す る 。

出力約５W (12V 時）
出力約20W (24V 時）

注意
本機は 10V か ら 24V の 範囲で 使用可能で す 。
ア ン プ の 出力は 電源電圧に 依存し ま す 。
そ の 他の 回路は 12V の A V R を 介し て 電源が 供給
さ れ ま す が 、電源電圧が 12V の 時、レ ギ ュ レ ー タ
の 後ろ は 10V 台ま で 電圧が 低下し ま す 。な る べ く
高め の 電圧で の 使用を お 願い し ま す 。
24V 動作時は 使用す る ス ピ ー カ ー の 耐電力に も
注意し て く だ さ い 。

M K-138に つ い て
ダ イ レ ク ト モ ー ド で 使用し て い ま す 。
本来８つ の フ ァ イ ル を 選択し て 再生で き る の で す が 、
８番目の フ ァ イ ル は １秒足ら ず の 無音フ ァ イ ル で す 。
こ の フ ァ イ ル を 再生す る こ と で 擬似的に 再生を 停止さ せ ま す 。
残り ７つ の フ ァ イ ル の う ち 、７番目の フ ァ イ ル は ス イ ッ チ 接点の
都合で 再生出来ま せ ん 。そ の 他の 各フ ァ イ ル は ダ イ レ ク ト に
再生可能で す 。

発車ベ ル 装置（M P 3 ) Feb .5 ,2 012　新規作成
Feb .11 ,2 012　制御出力追加
M ay.5 ,2 012　回路修正（制御出力･電源）

A M P の 電源
を O N す る

出発信号の
R E M O T E 端子
に 接続す る 。

信号機と の 連動
背面の 制御出力は 、ベ ル ス イ ッ チ を 押し た と き に
地絡し ま す 。こ こ と 出発信号機の R E M O T E 端子を
接続す る と 、ベ ル を 鳴ら す と 同時に 出発信号を 青
に す る こ と が 出来ま す 。

ベ ル ス イ ッ チ 、停止ス イ ッ チ の 照明に つ い て
構造上、ス イ ッ チ を 押し て か ら 応答す る ま で 若干
の タ イ ム ラ グ が 発生し ま す 。ス イ ッ チ を 押し た こ と
を 認識し て も ら う た め 、ボ タ ン を 押し た 時に 照明が
点灯す る よ う に し て あ り ま す 。電源投入後数回、
動作が 安定し な い こ と が あ り ま す 。


